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新
春
を
寿
ぎ
、
謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
五
月
に
新
天
皇
が
御
即
位
さ
れ
、

元
号
が
「
令
和
」
に
変
わ
り
、
新
時
代
の
幕
開

け
と
な
り
ま
し
た
。

　

希
望
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
新
し
い
時
代
の
ス

タ
ー
ト
と
と
も
に
、
私
た
ち
当
県
女
性
連
で
は

五
月
に
妙
高
市
赤
倉
温
泉
「
ホ
テ
ル
太
閤
」
で

二
三
十
名
の
出
席
者
の
も
と
、
通
常
総
会
並
び

に
女
性
部
長
等
研
修
会
を
開
催
し
、
新
潟
県
知

事
夫
人
の
花
角
田
枝 

様
か
ら
「
魅
せ
る
と
い
う

こ
と
」
と
題
し
、
ス
ト
ー
リ
ー
や
デ
ザ
イ
ン
に

よ
っ
て
付
加
価
値
を
高
め
る
こ
と
の
大
切
さ
に

つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。二
日
目
は
、

グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
開
催
し
、
十

班
に
分
か
れ
て
各
女
性
部
の
活
動
を
発
表
し
合

い
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
七
月
に
は
十
一
年
ぶ
り
に
関
東
ブ

ロ
ッ
ク
商
工
会
女
性
部
交
流
研
修
会
を
当
県
で

開
催
し
、
約
千
五
百
名
の
参
加
者
の
も
と
成
功

裏
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
一
〇
三
商

工
会
女
性
部
の
結
束
力
の
強
さ
を
改
め
て
感
じ

と
る
と
と
も
に
、「
目
配
り
、気
配
り
、心
配
り
」

と
い
っ
た
“
心
遣
い
”
の
す
ば
ら
し
さ
に
と
て

も
感
動
い
た
し
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
他
県
の

方
々
か
ら
は
「
新
潟
の
お
も
て
な
し
は
素
晴
ら

し
か
っ
た
。」
と
嬉
し
い
お
言
葉
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
皆
様
か
ら
の
ご
協
力
に
、
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

残
念
な
が
ら
、
昨
年
も
全
国
各
地
で
災
害
が

頻
発
し
、
六
月
に
は
新
潟
・
山
形
地
震
、
十
月

に
は
台
風
十
九
号
と
当
県
も
災
害
に
見
舞
わ
れ
、

被
災
さ
れ
た
方
々
に
は
、
心
よ
り
お
見
舞
い
申

し
上
げ
ま
す
。
災
害
を
な
く
す
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
が
、
被
害
を
少
し
で
も
減
ら
す
た
め
に
、

一
人
ひ
と
り
が
災
害
に
対
す
る
心
構
え
や
知

識
、
備
え
が
重
要
で
す
。
そ
し
て
、
全
国
規
模

の
女
性
部
組
織
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
相
互
扶
助

の
精
神
で
、
被
災
さ
れ
た
女
性
部
員
に
支
援
し

て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
精
神
か
ら
継
続
し
て
実
施
し
て
お
り
ま

す「
米
一
合
運
動
」も
八
年
目
と
な
り
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
か
ら
今
も
な
お
仮
設
住
宅
等
に

入
居
さ
れ
て
い
る
岩
手
県
の
女
性
部
員
九
名
に

お
米
を
五
㎏
ず
つ
贈
呈
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の

九
名
の
す
べ
て
の
方
が
仮
設
住
宅
か
ら
転
居
す

る
ま
で
支
援
を
継
続
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
引
き
続
き
、
ご
理
解
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
の
干
支
は
「
庚
子
（
か
の
え
・

ね
）」。「
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

の
に
適
し
た
年
」
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

二
〇
二
〇
年
の
七
月
に
は
五
十
六
年
ぶ
り
に
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

希
望
に
満
ち
た
よ
り
良
い
一
年
に
な
り
ま
す

よ
う
、
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

　
　
　
　
　
　
新
潟
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会

会
長
　
末

　
武

　
榮

　
子

一 

、
わ
た
し
た
ち
商
工
会
女
性
部
は
、

女
性
の
特
性
を
い
か
し
、
地
域
振
興

発
展
の
よ
き
協
力
者
で
あ
る
と
と
も

に
、
推
進
者
と
な
り
ま
す
。

一 

、
わ
た
し
た
ち
商
工
会
女
性
部
は
、

商
工
女
性
の
使
命
感
に
徹
し
、
組
織

活
性
化
の
原
動
力
と
な
り
ま
す
。

一 

、
わ
た
し
た
ち
商
工
会
女
性
部
は
、

社
会
一
般
の
福
祉
の
増
進
に
努
め
、

豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
の
担
い
手
と
な

り
ま
す
。

誓
い
の
言
葉
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去
る
十
月
二
十
九
日
、
島
根
県
松
江
市

「
松
江
市
総
合
体
育
館
」に
お
い
て
、約
二
、

〇
〇
〇
名
の
参
加
者
の
も
と
、
第
二
十
一
回

商
工
会
女
性
部
全
国
大
会
in
し
ま
ね
が
開
催

さ
れ
、
新
潟
県
女
性
連
か
ら
は
七
十
七
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

新
潟
県
女
性
連
は
、
二
十
八
日
か
ら
三
十
日

ま
で
の
三
日
間
の
行
程
で
参
加
し
ま
し
た
。

初
日
の
二
十
八
日
は
、
新
潟
か
ら
東
京
・
羽

田
を
経
由
し
、飛
行
機
で
島
根
へ
移
動
の
後
、

一
路
、
宿
泊
場
所
の
「
玉
造
温
泉　

佳
翠
苑

皆
美
」
へ
向
か
い
、
新
潟
県
女
性
連
の
懇
親

会
を
行
い
ま
し
た
。

　

二
十
九
日
、「
宍
道
湖
」
を
車
窓
見
学
し

な
が
ら
、
安
来
市
の
「
足
立
美
術
館
」
へ
向

か
い
、
数
々
の
美
術
作
品
や
立
派
な
日
本
庭

園
を
見
学
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
昼
食
を
と

り
、
大
会
会
場
へ
向
か
い
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
、
大
会
旗
入

場
、
開
会
の
こ
と
ば
、
国
歌
斉
唱
、
商
工
会

女
性
部
の
歌
の
斉
唱
、
誓
い
の
こ
と
ば
の
唱

和
、
大
会
会
長
あ
い
さ
つ
（
末
武
全
女
性
連

会
長
欠
席
の
た
め
、
代
読
日
神
山
全
女
性
連

副
会
長
）、
来
賓
祝
辞
（
渡
邉
中
小
企
業
庁
経

営
支
援
部
長
、
丸
山
島
根
県
知
事
（
代
読
藤

原
島
根
県
副
知
事
）、
松
浦
松
江
市
長
）、
来

賓
紹
介
、
全
国
連
会
長
あ
い
さ
つ
、
歓
迎
の

あ
い
さ
つ
、
祝
電
披
露
、
全
女
性
連
各
種
事

業
表
彰
、
全
女
性
連
事
業
報
告
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
新
潟
県
は
、「
女
性
の
創
業
等
支
援
助

成
金
」
で
津
川
商
工
会
女
性
部　

山
﨑
部
長

の
『
地
域
食
堂
に
よ
る
健
康
サ
ポ
ー
ト
』
事
業

が
採
択
さ
れ
、
山
﨑
部
長
が
ス
テ
ー
ジ
に
登

壇
し
、
目
録
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
全
国
六
ブ
ロ
ッ
ク
の
代
表
に
よ

る
主
張
発
表
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
毎
年

レ
ベ
ル
が
高
く
、
ど
の
発
表
も
、
女
性
の
パ

ワ
ー
を
結
集
さ
せ
、
先
頭
に
立
っ
て
地
域
振

興
を
担
っ
て
い
く
商
工
会
女
性
部
の
見
本
と

な
る
よ
う
な
内
容
で
、
今
後
の
活
動
の
ヒ
ン

ト
と
な
り
ま
し
た
。

　

別
室
に
て
審
査
の
間
、「
神
在
月
の
国　

出
雲
へ
よ
う
こ
そ
」
と
題
し
、
万
九
千
神
社

宮
司　

錦
田
剛
志
氏
の
基
調
講
演
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

講
演
終
了
後
、
講
評
と
結
果
発
表
、
表
彰

が
行
わ
れ
、
最
優
秀
賞
は
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
代

表　

山
梨
県
南
都
留
中
部
商
工
会
女
性
部　

河
内
正
子
さ
ん
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

足立美術館

女性の創業等支援助成金　目録贈呈　津川商工会女性部　山﨑部長

基調講演　万九千神社宮司　錦田剛志氏

主張発表　最優秀賞　河内正子さん
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表
彰
終
了
後
、
次
回
開
催
県
で
あ
る
大
分

県
商
工
会
女
性
部
連
合
会
か
ら
の
Ｐ
Ｒ
、
引

継
ぎ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
た
後
、
閉
会
宣

言
が
あ
り
、
大
会
が
終
了
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、「
く
に
び
き
メ
ッ
セ
」
に
会
場

を
移
し
、交
流
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。「
安

来
節
」
等
が
披
露
さ
れ
、
会
場
内
は
と
て
も

盛
り
上
が
り
、
他
都
道
府
県
女
性
部
の
方
々

と
も
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
素

晴
ら
し
い
一
夜
と
な
り
ま
し
た
。

　

最
終
日
の
三
十
日
は
、「
出
雲
大
社
」
を

参
拝
、「
島
根
ワ
イ
ナ
リ
ー
」で
買
い
物
を
し
、

一
路
新
潟
へ
向
か
い
、
無
事
に
三
日
間
の
行

程
を
終
了
し
ま
し
た
。

　

三
日
間
、
天
候
に
も

恵
ま
れ
、
と
て
も
有
意

義
な
時
間
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
来

年
は
、
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
、

大
分
県
別
府
市
で
の
開

催
で
す
。
多
く
の
部
員

の
皆
様
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
！

①中部ブロック代表
　石川県鶴来商工会女性部　　　　　　　　大　屋　美千代さん
　「女性部活動と地域振興・まちづくり」
　　　～糀パワーの町　鶴来～

②関東ブロック代表
　山梨県南都留中部商工会女性部　　　　　河　内　正　子さん
　「女性部活動と地域振興・まちづくり」
　　　～WelcomeでOMOTENASHI～

③近畿ブロック代表
　滋賀県愛荘町商工会女性部　　　　　　　西　澤　静　子さん
　「女性部活動と地域振興・まちづくり」
　　　～特産品『愛荘66(ろくろく)シリーズ』に込めた願い～

④東北・北海道ブロック代表
　岩手県雫石商工会女性部　　　　　　　　佐々木　美由紀さん
　「女性部活動と地域振興・まちづくり」
　　　～しずくきらり☆で地域活性化～

⑤中国・四国ブロック代表
　香川県高松市牟礼庵治商工会女性部　　　増　田　富　子さん
　「女性部活動と地域振興・まちづくり」
　　　フェイスブックで地域をアピール！

⑥九州ブロック代表
　熊本県西原村商工会女性部　　　　　　　藤　本　純　恵さん
　「女性部活動に参加して」
　　　希望の灯　感謝の想い

全 国 大 会 に 参 加 し て

主張発表者及びテーマ紹介（発表順）

　

八
百
万
の
神
々
が
集
う
縁
の
地
、
島
根
県
に
お
い
て
、
第
二
十
一
回
商
工
会

女
性
部
全
国
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

私
に
と
っ
て
は
初
め
て
の
地
で
あ
り
、
出
発
当
日
が
大
変
待
ち
遠
し
く
、
楽

し
み
に
し
て
お
り
ま
し
た
。

　

主
張
発
表
で
は
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
の
方
々
の
日
頃
の
活
動
を
堂
々
と
力
強

く
発
表
さ
れ
る
姿
に
は
、
自
信
に
満
ち
溢
れ
た
様
子
が
伺
え
、
私
に
と
っ
て
も

見
習
う
べ
き
事
が
多
く
、
大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

　

交
流
会
で
は
、
各
テ
ー
ブ
ル
に
地
元
の
女
性
部
員
の
方
々
が
お
世
話
係
に
付

い
て
く
だ
さ
り
、素
晴
ら
し
い
お
も
て
な
し
を
受
け
、大
変
感
銘
致
し
ま
し
た
。

　

観
光
で
は
、
出
雲
の
神
々
が
集
う
所
、
出
雲
大
社
を
参
拝
し
、
神
々
し
く
な
っ

た
錯
覚
を
感
じ
な
が
ら
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。
こ
の
度
の
大
会
に
お
い
て
ご
尽

力
頂
き
ま
し
た
関
係
者
の
皆
様
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

「
八
百
万
の
神
々
集
う
縁
の
地
し
ま
ね
に
よ
う
こ
そ
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も

と
、
二
、
〇
〇
〇
余
名
の
参
加
で
、
全
国
六
ブ
ロ
ッ
ク
の
代
表
者
に
よ
る
主
張

発
表
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ど
の
発
表
も
女
性
ら
し
い
発
想
と
パ
ワ
ー
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で

も
私
た
ち
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
、
山
梨
県
の
河
内
正
子
さ
ん
の
「
Ｗ
ｅ
ｌ
ｃ
ｏ

ｍ
ｅ
で
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
」
が
見
事
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
関

東
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、
初
の
最
優
秀
者
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
本
当
に
う
れ
し
く

思
い
ま
し
た
。
出
場
さ
れ
た
皆
さ
ま
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。

　

来
年
は
、
大
分
県
で
開
催
さ
れ
る
と
の
こ
と
。
新
潟
県
か
ら
は
大
変
遠
い
地
で
は

あ
り
ま
す
が
、ぜ
ひ
大
勢
の
皆
さ
ま
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

関
川
村
商
工
会
女
性
部

部
長
　
佐
　
藤
　
秀
　
子

紫
雲
寺
商
工
会
女
性
部

部
長
　
比
　
企
　
幸
　
子
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神林商工会 【№1】朝日商工会 【№2】

¥3,000 神林商工会女性部
TEL:0254‐66‐7408　FAX:0254‐66‐5916¥3,500 朝日商工会女性部

TEL:0254‐72‐1301　FAX:0254‐72‐1545

 価格（税込） 〈お問い合わせ先〉

かみはやし発！うんまいもん繭玉で地域おこし

◇そばっこクッキー　◇そばせんべい　◇かきもち
◇雪っこ（味噌）　◇鰹だししょうゆ　◇越後姫のジャム

◇桑抹茶100ｇ　◇花かご（花器は変更する場合があります）

蚕が食べる桑

の葉は、カル

シュウム・鉄分・

ビタミンＣが多く

含まれ、古くか

ら健康に良いと

されています。

村上市の朝日

地区では繭玉

に付加価値を付

けることで養蚕

業が残っていま

す。繭玉から生

まれた花です。

こだわりの発
酵・醸造品味
噌・醤油、地元
神林産そば粉
100％そば菓
子、自家栽培の
越後姫を使った
手作り苺ジャ
ム。岩船産の餅
米を使ったかき
もち。どれも女
性部員のお店
からのお勧めの
特産品を自信を
もってお届けし
ます。

 価格（税込） 〈お問い合わせ先〉

¥3,500 津川商工会女性部
TEL:0254-92-2494　FAX:0254-92-4284

  価格（税込） 〈お問い合わせ先〉

津川商工会 【№4】

糀美人セット

◇黄糀だけの生甘さけ(2袋)　◇塩糀　うんまいな
◇生黄糀(2袋)

　奥阿賀ならではの産物

◇笹団子(5個) ◇干し野菜
◇生芋の手づくりこんにゃく(2個)　◇エゴマ油

 価格（税込）

昔ながらの手

づくり笹団子・

生芋の手づく

りこんにゃく・

無農薬の干し

野菜とエゴマ

油。

奥阿賀の恵

みが沢山入っ

た小包。

希少価値の

生黄糀でつく

る生の甘酒。

糀のチカラで

シミやシワを

防ぎ、腸内環

境を整える。

若返りに効果

大！

〈お問い合わせ先〉

津川商工会 【№3】

¥3,500 津川商工会女性部
TEL:0254-92-2494　FAX:0254-92-4284

新潟県内から、こだわり派の皆様へ地域自慢の特産品をお届けいたします。

各地域の商工会女性部員が企画し、地域の味を小包に詰め込みました。

地域の魅力がたっぷり詰まっています。この機会にぜひお試しください！

※記載の価格はすべて＜税込・送料別途＞です。

内容・詳細のお問い合わせは、各商品の＜お問い合わせ先＞へ

お願いいたします。


